





大阪府社会教育委員会議の新審議題に係る協議のポイント


大阪府社会教育委員会議第１回推進部会・第１回大阪府社会教育委員会議


大阪府社会教育委員会議第２回推進部会・第２回大阪府社会教育委員会議





参考資料１








〇新たな審議題検討に向けた現状認識について


・社会教育はこれまで、一番しんどいところにどうサポートするかを追求してきており、その観点を最後まで残すべきである


・学校教育と社会教育の両方に精通している人材を通して連携を図ることが必要


・NPOとの連携は課題の共有があればつながることができる


・NPOは、学校や地域が支えきれない部分を支えている。地域は、そのNPOと連携し、地域のセーフティネットを作りあげることができればよい





第1回推進部会(H24.7.５)


会議











〇新たな審議題検討に向けた現状認識について


　・学校を核とした教育コミュニティづくりとともに、コミュニティ全体のエンパワーメントが必要


・防災やいじめなどの課題にも関わるとともに、支援の届きにくい人に社会教育がどう関われるのか考えることが必要


・つながらないと解決できないことを明確にして、NPOや企業、事業所などとつながることが必要





第１回　大阪府社会教育委員会議（H24.10.16）








第２回　大阪府社会教育委員会議(H25.1.31)


会議








第２回推進部会(H25.1.7)


会議














○大阪府社会教育委員会議の審議題（例）について


　・審議題の考え方の方向性はよい


　・審議題は、より簡潔に、見た人にわかりやすいような表現にすることが大切


　・審議ポイントは、４つを３つにまとめて、抽象的な表現にするとよい








〇大阪府社会教育委員会議の審議題（素案）について


　・新審議題の素案は、「地域の具体的課題の解決」と「その課題解決のために多様な活動主体との連携・協働」という核になる部分がうまく表現されている


・審議のポイントにも「課題の解決に取り組む」という表現をどこかに盛り込むべき


・学校を核とする教育コミュニティづくりに関する観点を表現したい








